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立山カルデラ上空より(lo居)掃影　立山カルデラ砂防博物館
中央尾根の左､手前に針ノ木岳｡手前の尾根､左側から獅子岳､ザラ峠､鷲岳､鳶山｡

異
人
た
ち
が
訪
れ
た

立
山
カ
ル
デ
ラ

高

　

野

　

靖

　

彦

弥
陀
ケ
原
台
地
の
南
に
隣
接
す
る
立
川
カ
ル
デ
ラ
｡

そ
こ
は
今
も
崩
壊
を
繰
り
返
し
､
荒
々
し
い
地
肌
を

露
わ
に
し
て
い
ま
す
｡
明
治
初
年
､
こ
の
崩
壊
地
を

通
過
し
､
ザ
ラ
峠
と
針
ノ
木
嶋
を
越
え
､
当
村
野
口

(
現
大
町
高
一
へ
続
-
山
道
が
開
削
さ
れ
立
山
新

過
(
針
ノ
水
新
道
)
｣
と
呼
ば
れ
ま
し
た
｡

政
府
に
塵
わ
れ
て
来
日
し
た
異
人
た
ち
は
､
夏
期

休
暇
を
利
用
し
､
日
本
各
地
を
旅
行
し
ま
し
た
｡
彼

ら
が
好
ん
だ
の
は
､
北
ア
ル
プ
ス
の
巾
重
美
と
そ
こ

に
息
づ
く
独
自
の
文
化
で
し
た
｡
イ
ギ
リ
ス
大
使
館

の
サ
ト
ウ
は
､
立
川
新
道
を
利
用
し
､
｢
雷
の
溶
け

た
二
～
二
日
間
､
牛
が
通
過
し
た
｣
と
胱
告
し
て
い

ま
す
｡
明
治
八
年
､
イ
ギ
リ
ス
人
の
ガ
ウ
ラ
ン
ド
が
､

外
国
人
初
の
立
出
資
頂
を
果
た
し
､
尊
卑
に
は
ド
イ

ツ
人
地
質
字
音
の
ナ
ウ
マ
ン
が
､
立
川
周
辺
の
地
頭

を
調
査
｡
彼
ら
の
登
山
は
従
来
の
信
仰
登
山
と
は
大

き
く
趣
を
異
に
し
て
お
り
､
調
査
･
研
究
が
主
な
目

的
で
し
た
｡

今
夏
､
立
川
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
鮪
で
は
､
企
画

展
｢
異
人
た
ち
が
訪
れ
た
立
川
カ
ル
デ
ラ
｣
　
(
L
月

主
.
一
日
～
八
月
-
一
十
-
一
日
､
観
覧
無
料
)
　
を
開
催

い
た
し
ま
す
｡
越
中
と
信
州
を
結
ん
だ
向
の
夢
∴
立

川
新
道
｡
当
時
の
異
人
た
ち
の
日
に
映
っ
た
立
川
カ

ル
デ
ラ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
｡
直
立

大
町
両
店
博
物
館
の
ご
協
力
の
も
と
､
資
料
･
映
像

等
に
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
の
知
ら
れ
ざ
る
.
面
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
(

一
立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
飾
写
芸
日
へ
一
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表1　8月の針ノ木岳で確認したライチョウの食餌植物

種名 �洩ﾂ�備考 

オクヤマワラビ �4�985��※ 

イワシ∃ウブ �8h8｢� 

ミヤマ夕ネツケバナ �4�7X8�6��※ 

ミヤマトウキ �5ｨ8｢� 

ガンコウラン �4ｸ985(4X8�92�※ 

アオノツガザクラ �68685r�※ 

ミヤマホツツジ �68685r� 

ヨツバンオガマ �587ﾘ6ﾘ6�4�5B� 

夕カネヨモギ �4ﾈ4��※ 

※雛鳥の採食も確認できた植物 �� 

表2　9月の爺ケ岳で確認したライチョウの食餌植物

種名 �洩ﾂ�採食部位 
ハイマツ �7ﾘ62�莱.球某の包鱗 

ホンドミヤマネズ �7�6ﾘ4ﾂ�莱 

ミヤマハンノキ �4ｨ6�6ﾘ4ﾂ�枯葉 

クロマメノキ �68685r�莱.果実 

ウランマツツジ �68685r�葉 

平
成
〓
ハ
,
l
七
年
に
お
け
る

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
観
察
記
録

清

　

水

　

博

　

文

筆
者
ら
は
､
平
成
二
ハ
二
七
年
に
北
ア
ル
プ

ス
爺
ケ
岳
･
針
ノ
木
岳
･
蓮
華
岳
･
烏
帽
子
岳
に

お
い
て
断
片
的
で
は
あ
る
が
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ

(
L
a
g
o
p
u
s
 
m
u
t
u
s
j
a
P
o
n
i
c
s
 
C
一
a
r
k
)
　
の

育
雛
活
動
､
採
餌
行
動
等
に
つ
い
て
観
察
す
る
機
会

を
得
た
の
で
報
告
す
る
｡
な
お
､
報
告
に
は
既
知
の

記
録
も
含
ま
れ
る
が
､
一
観
察
例
と
し
て
紹
介
す
る
｡

観
察
事
例
-

･
日
　
時
-
二
〇
〇
四
年
七
月
二
三
日

七
時
一
五
分
-
八
時
五
〇
分

･
天
　
気
-
晴
れ

･
場
　
所
-
烏
帽
子
岳

標
高
約
二
六
〇
〇
m
の
登
山
道
上

･
観
察
個
体
-
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
(
雌
親
･
雛
鳥

一
個
体
)
と
こ
の
親
子
と
行
動
を
共

に
す
る
成
鳥
メ
ス
一
個
体
｡

･
観
察
者
-
清
水
博
文
･
千
葉
情
意

･
育
雛
･
採
食
行
動

三
個
体
は
登
山
道
脇
の
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ
(
ツ
ツ

ジ
科
)
､
コ
ケ
モ
モ
　
(
ツ
ツ
ジ
科
一
な
ど
の
葉
を
採

食
し
て
い
た
が
､
離
連
れ
で
な
い
メ
ス
個
体
は
､
ハ

イ
マ
ツ
の
根
元
に
営
巣
し
て
い
た
ア
リ
の
巣
を
隣
と

脚
で
破
壊
し
､
中
か
ち
飛
び
出
し
て
く
る
ア
リ
を
捕

食
し
て
い
た
｡
捕
食
さ
れ
て
い
た
ア
リ
は
､
ク
ロ
ヤ

マ
ア
リ
(
ヤ
マ
ア
リ
属
)
　
に
類
似
し
て
い
た
が
､
体

色
は
や
や
光
沢
が
認
め
ら
れ
､
脚
は
褐
色
､
触
角

柄
節
な
ど
が
黄
色
を
帯
び
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
同

属
の
ヤ
マ
ク
ロ
ナ
ガ
ア
リ
(
F
o
r
m
i
c
a
 
l
e
m
a
n
i

B
o
n
d
r
o
i
t
)
と
思
わ
れ
た
｡
ま
た
､
一
〇
時
三
〇

分
-
二
時
0
0
分
に
上
記
観
察
場
所
と
ほ
ぼ
同
一

場
所
の
砂
礫
地
で
三
個
体
と
も
砂
浴
び
行
動
を
し
て

い
た
｡
雛
鳥
は
親
鳥
と
も
う
一
個
体
の
成
鳥
メ
ス
と

の
間
を
行
き
来
す
る
な
ど
の
行
動
を
し
て
い
た
が
､

親
鳥
は
成
鳥
雌
を
排
除
す
る
な
ど
の
行
動
は
見
せ
な

か
っ
た
｡
当
日
は
か
な
り
気
温
が
高
-
成
鳥
･
雛
鳥

と
も
に
開
口
呼
吸
を
し
な
が
ら
の
砂
浴
び
で
あ
り
､

雛
鳥
は
頻
繁
に
ハ
イ
マ
ツ
の
影
に
入
り
込
み
暑
さ
を

避
け
て
い
た
｡

観
察
事
例
2

･
日
　
時
-
二
〇
〇
四
年
八
月
六
日

七
時
一
〇
分
-
八
時
一
〇
分

･
天
　
気
-
晴
れ
時
々
霧

･
場
　
所
-
針
ノ
木
岳

標
高
約
二
六
二
〇
m
の
登
山
道
脇

･
観
察
個
体
-
フ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
(
雌
親
･
雛
鳥

三
個
体
)
計
四
個
体

･
観
察
者
-
清
水
博
文
･
千
葉
悟
志

･
育
雛
･
接
合
行
動

採
食
を
確
認
し
た
植
物
は
次
の
と
お
り
で
あ
る

(
表
-
)
｡
ま
た
､
霧
が
濃
-
気
温
は
低
か
っ
た
こ
と

か
ち
雛
鳥
は
採
食
行
動
時
以
外
､
親
鳥
の
股
下
に
入

り
込
み
暖
を
と
る
行
動
を
し
て
い
た
｡

観
察
事
例
3

･
日
　
時
二
一
〇
〇
五
年
七
月
二
一
日

一
二
時
〇
七
分
-
二
一
時
五
〇
分

･
天
　
気
-
晴
れ

･
場
　
所
-
蓮
華
岳

標
高
約
一
亡
五
〇
m
付
近
の
驚
山
道

協

･
観
察
個
体
-
ラ
ィ
チ
ョ
ウ
の
親
子
(
雌
親
･
雛
六

個
体
)
　
計
ヒ
個
体

･
観
察
者
-
清
水
博
文
･
千
葉
悟
志

･
採
食
行
動

コ
ケ
モ
モ
･
ハ
イ
マ
ツ
醇
港
周
辺
に
お
い
て
休
息
､

採
食
行
動
を
し
て
い
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
を
観
察

し
て
い
た
と
こ
ろ
､
雌
親
が
今
ま
で
観
察
記
録
が
な

い
と
思
わ
れ
る
コ
マ
ク
サ
(
ケ
シ
科
)
　
の
花
を
採
食

し
た
こ
と
を
目
視
お
よ
び
ビ
デ
オ
撮
影
に
よ
り
確
認

し
た
(
写
真
-
)
｡
観
察
場
所
は
ほ
ぼ
一
面
が
コ
マ

ク
サ
の
騨
藩
で
あ
っ
た
が
､
採
食
行
動
は
一
回
限
り

で
あ
り
嗜
好
性
は
高
く
な
い
と
思
わ
れ
た
｡

観
察
事
例
4

･
日
　
時
-
一
一
〇
〇
五
年
九
月
二
八
日
-
三
〇
日

･
場
　
所
-
爺
ケ
岳
函
峰
標
高
約
二
五
五
〇
m
の

登
山
道
付
近

･
観
察
個
体
-
成
鳥
五
個
体
(
オ
ス
二
､
メ
ス
三
｢

若
鳥
三
個
体
で
あ
り
､
成
鳥
メ
ス
は

そ
れ
ぞ
れ
若
鳥
を
一
個
体
連
れ
て
い
た
｡
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写真1コマクサをついばむライチョウ

･
観
察
者
-
清
水
博
文
･
関
博
志

･
家
族
群
萌
壊
期
に
お
け
る
行
動

観
察
し
た
各
個
体
の
位
置
関
係
は
図
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
(
図
-
)
｡

オ
ス
の
追
尾
行
動
-
九
月
二
九
日
一
五
時
二
〇
分
｣
六
時
0
0
分
に
ナ
ワ
バ

リ
形
成
期
に
お
け
る
オ
ス
の
ナ
ワ
バ
リ
防
衛
的
な
行
動
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

た
｡
メ
ス
一
･
若
鳥
一
の
行
動
圏
で
活
動
し
て
い
る
オ
ス
一
と
こ
の
三
個
体
の
行

動
圏
に
隣
接
し
た
場
所
に
い
る
オ
ス
一
に
お
い
て
､

オ
ス
同
士
の
追
尾
行
動
が
観
察
さ
れ
た
｡

一
五
時
一
一
〇
分
､
オ
ス
(
♂
①
)
が
鳴
い
た
直

後
､
も
う
一
羽
の
オ
ス
(
♂
②
)
が
鳴
き
な
が
ら
♂

①
の
い
る
方
向
に
歩
行
移
動
し
た
､
対
岬
し
た
と
こ

ろ
直
ぐ
に
♂
①
が
爺
ケ
唐
南
峰
の
尾
根
へ
飛
翔
し
た
｡

♂
②
は
､
登
山
道
付
近
に
い
た
規
子
(
雌
観
､
若
鳥

二
　
の
所
へ
飛
翔
移
動
し
､
三
羽
と
な
り
行
動
す
る

が
､
一
五
時
三
五
分
､
♂
②
は
若
鳥
を
追
尾
す
る
行

動
も
見
ら
れ
た
｡
一
五
時
四
〇
分
､
♂
①
は
､
三
羽

の
い
る
所
へ
歩
行
移
動
し
､
雌
親
に
接
近
し
た
と
こ

ろ
､
再
び
♂
②
が
♂
①
を
退
席
し
続
け
､
一
五
時
五

〇
分
に
は
田
淵
と
も
深
い
ハ
イ
マ
ツ
の
中
へ
入
り
込

ん
で
い
っ
た
｡

こ
の
行
動
は
､
家
族
群
の
崩
壊
の
頃
に
見
ら

れ
る
認
年
の
繁
殖
期
の
順
位
が
ほ
ぼ
決
め
ら
れ
る

秋
分
の
頃
の
オ
ス
の
問
で
行
わ
れ
る
争
い
　
(
平
林

一
九
九
二
)
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
た
÷
｣
の
時

オ
ス
は
二
個
体
と
も
肉
冠
が
明
瞭
に
開
い
て
い
る
の

か
観
察
で
き
た
｡

･
接
合
行
動

目
視
確
認
し
た
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
食
餌
植
物
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
　
(
表
2
)
｡
ま
た
､
ク
ロ
マ
メ
ノ
キ

等
の
果
実
を
採
食
し
た
餌
由
来
と
考
え
ら
れ
る
紫
色

を
呈
し
､
か
な
り
水
分
含
有
量
が
多
い
糞
を
多
数
確

認
し
た
｡

一
市
立
大
町
山
岳
博
物
館
学
芸
員
)

文

　

献

平
林
国
男
(
"
九
九
"
一
)
｢
北
ア
ル
プ
ス
の
ニ
ノ
イ

チ
ョ
ウ
∵
フ
ィ
チ
ョ
ウ
　
生
活
と
飼
育
へ
の
挑
戦
.

一
大
町
山
岳
博
物
館
編
)
‥
四
七
-
四
九
,
信
濃
毎

日
新
聞
社
.

久
保
田
政
雄
三
〇
〇
三
)
日
本
産
ア
リ
類
全
種
図

鍾
.
学
習
研
究
社
.



2006･7･25　市立大町山岳博物館　　　　　　山　と　博　物　館　　　　　　　　　　第51巻　第7号④

この仙と博物館｣は再生紙を使用し､石油溶剤の代わりに大豆油を使用した大豆インキで印刷しています｡

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

次
の
巻
号
の
　
『
山
と
博
物
館
』
　
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

が
あ
り
ま
す
｡
こ
こ
で
紹
介
し
た
各
号
収
録
の
題
名
･

著
者
は
主
な
も
の
で
す
の
で
､
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
せ
-
だ
さ
い
｡
(
編
集
部
一

▽
第
4
4
巻
5
号
(
平
成
〓
年
5
月
)

｢
ア
ル
プ
ス
の
見
え
る
風
景
-
中
沢
義
直
と
そ
の

仲
間
た
ち
I
L
開
催
に
あ
た
っ
て
　
中
沢
義
直

写
真
展
｢
ア
ル
プ
ス
の
見
え
る
風
景

-
中
沢
義
匝
と
そ
の
仲
間
た
ち
I
｣
よ
り

中
沢
写
真
学
校
卒
業
生
ら

▽
第
4
4
巻
6
号
(
平
成
〓
年
6
月
)

▽
第
4
 
4
巻
署
l
.
i
(
平
成
‖
年
1
 
2
月
一

雪
-
恐
怖
の
体
験
-

鹿
島
槍
ヶ
岳
の
も
う
一
つ
の
魅
力

-
カ
ク
ネ
里
の
多
年
性
雪
渓
-
(
後
編
)

丸
山
優
子

師
は
樹
な
り

｢
木
芸
と
彫
彩
-
4
 
0
年
の
軌
跡
-

高
橋
貞
夫
展
｣
よ
り

▽
第
4
4
巻
7
雲
平
成
自
軍
7
月
一

水最
近
の
水
生
昆
虫
と
淡
水
魚

▽
第
4
4
巻
8
雲
平
成
1
 
1
年
8
月
)

嚢中
郡
山
高
嶋
協
会
の
思
い
出

お
別
れ
の
言
葉

▽
第
4
4
巻
9
雲
平
成
自
軍
9
月
)

ユ
ー
モ
ア
と
人
間
愛

私
の
中
で
遊
ぶ
子
ど
も
の
心

▽
第
4
4
巻
S
F
L
･
(
平
成
〓
年
1
 
0
月
一

室
-
毎
日
､
空
を
眺
め
る
暮
ら
し
ー

ち
ゃ
ん
め
ろ
に
春
を
想
う

▽
第
4
4
巻
〓
雲
平
成
〓
年
日
月
)

あ
あ
素
撤
な
眺
望
そ
し
て
縦
走

焼
鳥
槍
ケ
唇
の
も
う
一
つ
の
魅
力

高
橋
貞
夫

高
橋
貞
夫

横
川
　
仁

東
城
幸
治

飯
島
紀
子

沼
田
　
泉

相
模
言
方

金
田
園
武

羽
田
智
千
代

藤
沢
　
秀

尾
沢
　
洋

小
林
健
孜

▽
第
4
 
5
巻
1
号
(
平
成
1
 
2
年
1
月
)

新
し
い
年

山
仕
事
の
古
今
(
前
編
)

｢
カ
モ
シ
カ
の
角
｣
あ
れ
こ
れ

▽
第
4
5
巻
2
号
(
平
成
1
 
2
年
2
月
)

静
-
自
然
か
ら
の
感
性
-

山
仕
事
の
古
今
(
後
編
一

北
海
道
に
お
け
る
猛
萬
類
の
現
状

-
ワ
シ
類
の
鉛
中
毒
-

▽
第
4
5
巻
3
号
(
平
成
_
 
2
年
3
月
)

光
と
山

赤
羽
弘
雄

有
川
美
保
子

狩
野
満
高

千
葉
彬
司

平
林
照
雄

狩
野
済
南

黒
沢
信
連

武
田
　
武

-
カ
ク
ネ
里
の
多
年
性
雪
渓
-
(
前
編
)

ウ
ェ
ス
ト
ン
と
信
濃
大
町

赤
羽
弘
雄

川
畑
真
一

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
(
完
結
編
)
①北

村
嘉
賓

▽
第
4
5
巻
4
号
(
平
成
1
 
2
年
4
月
)

～
信
州
　
野
の
花
･
山
の
花
～

植
物
写
真
ク
ラ
ブ
れ
ん
げ
そ
う
写
真
展

植
物
写
真
ク
ラ
ブ
れ
ん
げ
そ
う

▽
第
4
5
巻
5
雲
平
成
1
 
2
年
5
月
)

巾
の
大
型
猛
萬
類
イ
ヌ
ワ
シ
と
ク
マ
タ
カ須

藤
一
成

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
(
完
結
編
)
㊨北

村
素
餐

▽
第
4
5
巻
6
雲
平
成
1
 
2
年
6
月
)

残
さ
れ
た
三
人
の
(
守
)
-
｢
西
糸
屋
｣
を
愛
さ
れ
た

岳
人
の
絶
筆
･
墓
跡
も
の
が
た
り
-
①

奥
原
教
永

開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　
大
町
山
岳
博
物
館

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
上
完
結
編
)
③北

村
嘉
賛

▽
第
4
5
巻
8
号
(
平
成
1
 
2
年
8
月
)

｢
緑
｣
そ
れ
は
心
の
オ
ア
シ
ス
だ
　
　
松
原
　
繁

残
さ
れ
た
三
人
の
(
字
)
-
｢
四
糸
屋
｣
を
愛
さ
れ
た

岳
人
の
絶
筆
･
墨
跡
も
の
が
た
り
-
㊨

奥
原
教
永

イ
ヌ
ワ
シ
飼
育
奮
闘
記
(
前
編
〉
　
　
横
澤
志
津

▽
第
4
5
巻
9
号
(
平
成
1
 
2
年
9
月
一

開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
浩
司

特
別
展
｢
清
流
に
泳
ぐ
手
作
り
の
魚
た
ち
｣大

塚
浩
司

イ
ヌ
ワ
シ
飼
育
奮
闘
記
(
後
編
〉
　
　
横
澤
志
津

▽
第
4
5
巻
S
B
≡
平
成
1
 
2
年
同
月
)

秋

空

の

下

で

　

　

　

　

　

　

　

　

　

丸

山

車

載

北
ア
ル
プ
ス
に
生
息
す
る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ泉

山
茂
之

▽
第
4
5
巻
〓
雲
平
成
1
 
2
年
日
月
)

冬

の

訪

れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

山

本

携

挙

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

-
百
六
十
三
種
の
分
類
-
(
完
結
編
)
④

北
村
嘉
賓

ウ
ェ
ス
ト
ン
と
『
日
本
ア
ル
プ
ス
』
の
誕
生田

畑
真
一

第
1
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
へ
前
編
)

山
岳
博
物
館
編

▽
第
4
6
巻
3
号
(
平
成
_
 
3
年
3
月
一

｢
第
-
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
｣
ア
ピ
ー
ル
文

ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議

第
1
回
ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
(
前
編
)

山
岳
博
物
館
編

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
閏
臓
に
お
け
る
シ
ュ
ウ
酸
塩
沈
着

芳
川
恵
一

▽
第
4
6
巻
4
号
一
平
成
1
 
3
年
4
月
)

開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
　
実
行
委
員
会
･
山
博

大
町
山
岳
博
物
館
5
0
周
年
記
念
特
別
企
画
展

｢
熊
谷
極
油
絵
展
-
両
･
雪
･
人
I
L
に
よ
せ
て

熊
谷
　
概

▽
第
4
6
巻
5
号
(
平
成
1
 
3
年
5
月
)

開
催
に
あ
た
っ
て
　
　
　
実
行
委
員
会
･
中
幡

若
橋
崇
至
写
真
展
-
北
ア
ル
プ
ス
幻
想
行
-

岩
僑
崇
室

(
敬
称
略
)

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
請
求
方
法

右
記
に
ご
希
望
の
巻
号
が
あ
り
ま
し
た
､
ら
､
一
部

一
〇
〇
円
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
｡
博
物
館
窓
口
で

お
申
し
込
み
い
た
だ
く
か
､
ま
た
は
巻
口
∵
部
数
を

明
記
の
上
､
現
金
書
留
か
口
座
振
替
で
大
町
山
岳
博

物
館
宛
代
金
を
ご
送
金
く
だ
さ
い
(
送
料
当
方
負
担
)
｡

大
町
と
丸
山
彰
先
生

▽
第
4
 
5
巻
7
号
(
平
成
1
 
2
年
7
月
)

峯
村
　
隆

▽
第
4
5
巻
署
弓
(
平
成
1
 
2
年
1
 
2
月
)

失
わ
れ
ゆ
-
野
の
花

湖
に
す
む
生
き
物
た
ち
(
前
編
)

▽
第
4
6
巻
1
号
(
平
成
1
 
3
年
1
月
)

限
り
な
-
木
は
掻
き
立
て
る

湖
に
す
む
生
き
物
た
ち
(
後
編
)

▽
第
4
6
巻
2
号
(
平
成
1
 
3
年
2
月
)

ラ
イ
チ
ョ
ウ
会
議
会
長
就
任
に
あ
た
っ

倉
科
和
夫

中
井
克
樹

峯
村
　
隆

中
井
克
樹

て中
村
浩
志

山
と
博
物
館
　
第
5
 
1
巻
　
第
7
号

二
〇
〇
六
年
七
月
二
十
五
日
発
行

発
　
行
　
〒
脚
長
野
県
大
町
市
大
町
八
〇
冗
六
1

3

市

　

立

　

大

　

町

　

山

　

冨

　

博

　

物

　

館

T

E

L

　

〇

二

六

一

1

.

-

ニ

ー

〇

二

一

F

A

X

　

〇

二

六

.

-

二

.

-

一

一

E
･
m
a
-
-
.
s
a
n
p
a
k
u
(
a
c
-
(
y
(
)
m
a
c
一
】
J
m
g
i
m
O
J
P

L
'
R
L
.
h
言
　
W
一
一
一
V
C
J
t
)
O
m
l
C
h
L
m
g
a
≡
)
｣
p
S
a
n
p
a
k
L
l

㈱

　

奥

　

村

　

印

　

刷

年
額
　
一
'
五
〇
〇
円
(
送
料
含
む
)
(
切
手
不
可
)

郵
便
振
替
口
座
番
号
〇
〇
五
四
〇
I
L
l
I
 
‥
二
元
.
-
.


